


原点を見つめながら

香川県小学校教育研究会社会科部会

香川県社会科教育研究会

会長亀山信夫

今年度も又各郡市の熱心な社会科研究に支えられて，香社研並びに香小社研の研究を終

えることがでぎた。

月例集会の折に見せていただいた若いエネルギッシュな研究は，昨年度と同様に大変印

象に残るものであった。又樋本副会長さんのお骨折りによって夏季研究集会が小豆島の地

で行われたことも特筆すべぎことであった。暑い夏季休業中も厭わず，土庄小学校の若い

先生方が，全学年にわたって新しい教材開発による授業を展開していただいた。更に前会

長の岡野啓氏の「今，社会科教師に求めたいこと」の講話もあり充実した研究を行うこ

とがでぎた。心からお礼を申し上げたい。

いよいよ平成二年度，新学習指導要領への移行の年に入る。生活科は勿論のこと，中学

年の地域学習，高学年の産業学習や人物を中心とした歴史学習などについて，内容的にも

方法論的にも実践的研究を深めなければならない。教材開発のこと，基礎的基本的内容や

思考力，判断力，表現力の育成のことなどについて更に研究を積み上げ，教育課程編成の

方針にも述べられている「自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応でぎる能力の育成，

個性を生かす教育」などを日々の実践の中に具現化していかなければならない。

実践なぎ理論も空しいが，理論なぎ実践も又多くの教師の共感と納得を得ることはでき

ないし，結果として望ましい方向に子供を育てることにならなくなってしまう。変化の激

しい時代であればあるほど，又社会科に対する考え方が多様であればあるほど，流行に身

を任せないで， 「社会科とは何か」 「社会科における思考力，判断力，表現力とは何か」

など，原点を見つめることを大切にしたいものである。今は，そんな時ではないかと思え

てならない。

平成二年度も又お互いに切磋琢磨しながら，伝統ある香川の社会科研究を更に充実させ

たいものである。
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1 否 ＊士mf絲ま全ミ i 
--—- -- -----！ 

1 日時 平成元年 4月 30日（日）

g: 3 o,,___,, 1 2 :-O o 

2 場所 附属坂出小学校

3 日 程 9: 3 0～理事会

10:30--- 総会

1 2 : 0 0 閉会

4 内容

(1) 研究の方向について

• 前年度の研究経過

• 平成元年度の研究主題

地域プランに基づく社会科学習の展開

ー個性を生かし，基礎基本の定着を図る学習過程の研究一

・ 研究内容

(2) 研究組織について

(3) 研究計画について

・ 定例会

• 夏季研修会
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l 牢例j研究今

6月定例会（高松） 6月 24日，高松市立四番丁小学校

・ 実践発表，パネル討議

・ 提案者 松本けい子先生 ， 日下哲也先生

上井 嘉先生， 大島裕子先生

・ 指導者 牟幡良典先生（高松市教委主任指導主事）

7月定例会（丸亀）

関根 建ー先生（高松市教育文化研究所）

植松 勝先生（高松市亀阜小学校教頭）

7月 1日，丸亀市立郡家小学校

• 5年 「伝統を生かした工業」 ー丸亀うちわー

・ 授業者 久保山学先生

・ 提案者 樋口昌樹先生

・ 指導者 山下 清明先生（仲多度出張所主任指導主事）

9月定例会（仲善） 1 0月 14 H，多度津町立多度津小学校

• 6年 「条約改正」

・ 授業者 島田英夫先生

・ 提案者 高橋義徳先生

・ 指導者 旅田敏弘先生（附属高松小学校）
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1 0月定例会（坂出） 1 0月 28日，坂出市立東部小学校

• 6年 「野口 英世とその時代」

・ 授業者 大野史子先生

・ 提案者 川中祥照先生

・ 指導者 渡邊平ー先生（香社研常任指導者）

1 1月定例会（綾歌） 1 1月 18日，綾南町立陶小学校

• 6年 「戦前戦後のくらしと新しい日本」

・ 授業者 有岡俊文先生

・ 提案者 大西浩史先生

・ 指導者 河津 学先生（香社研常任指導者）

1月定例会（三観） 1月 20日，観音寺東小学校

• 6年 「アメリカのくらし 」

・ 授業者 原 直史先生

・提案者 平川 博先生

・ 指導者 各務 清先生（善通寺市教委主任指導主事）

2月定例会（大川） 2月 10日，寒川町立石田小学校

• 5年 「新高松空港と産業」

・授業者 広瀬 強先生

・ 提案者 向山知恵子先生

・ 指導者 古市聖治先生（香社研常任指導者）
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-6月定例会の研究内容 —-

1 日時 6月24日（土） 14 : 00,...__, 16 : 30 

2 場所 高松市立四番丁小学校

3 実践発表

． 低学年 「生活科の実践」 松本けい子（亀阜小）

． 中学年 「地域学習の実践」 日下哲也（栗林小）

． 5年 「日本の農業の実践」 上井 嘉（太田小）

． 6年 「日本の歴史の実践」 大島裕子（四番丁小）

4 パネル討議

司 会 徳田（一宮小）

パネラー 大島，亀井（四番丁小）

藤本（栗林小）

池田，旅田（附高小）

5 発表内容

一問いと論証の調べ学習について一—

(1) 問いと論証で組み立てられる社会科の授業はどのようなもの

か

(2) 問いと論証の過程と各学年の系統はどうなっているか

(3) 問いと論証の調べ学習の論を， 自ら学ぶことから考える

6 討議内容

◎ 調べ学習の発展として， 「問いと論証の調ぺ学習」を考えた。

◎ 調べ学習の中で子どもたちにつけたい力は，問う力である。
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◎ 中学年では，大量の問いで構成される授業が可能であり，大

贔の疑問―≫多様な問いを含む調べ問題―≫見通しのある学習

問題—→自分の論理へと学習が進められる。

◎ 「問う力」と「論証する力」は，学び方の基礎・基本と考え

られる。

◎ 自ら学んでいく力，あるいは自ら必要とする力を創りあげて

いく力，これが自己学習能力である。

◎ 「問い」を持つ過程と「論証」の過程を従来の調べ学習の中

に位置づけていくことで， 自己学習力が育つ。

◎ 学習とは， 自己評価の連続である。それは，次のように考え

られる。

・ 自分の問いを持つ。

・ 自分の問いを全体の中で交流させて，調べながら問いを深

め，全体の学習問題へと価値を高めていく。

・ 学習問題に対して，自分の見通しを持って調べ，論証して

し、＜。

・ 自分の見通しを交流して，論証を確かなものにしていく。

7 指導（植松 勝先生，関根建ー先生，牟帽良典先生）

調べ学習は，新指導要領の内容に対応した学習論であり，全国

的にみてもすぐれたものである。その調べ学習の充実と発展とし

ての「問いと論証の調べ学習」は，単なる表現とか活動とかだけ

を重視する学習ではなく，基礎・基本も大切に考えた学習論にな

ってし、る。
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7月定例会の研究内容

1 日時 7月 1日（土） ］4 : 00 -... 16 : 30 

2 場所 丸亀市立郡家小学校

3 研究授業

単元名

授業者

4 提案内容

5年伝統を生かした工業 一—丸亀うちわ一—

久保山学（郡家小）， 提案者樋口 昌樹（城東小）

(1) 丸亀社研の研究テーマについて

「基礎・基本を明らかにし，子ども一人ひとりが意欲をもって学

ぶ 社会科学習のあり方を求めて」

(2) 伝統的な技術を生かした工業の教材化の視点について

・ 伝統的な技術を生かしていること

• 原料や土地の条件を生かして生産していること

• 生産する人々の技術や製品のもつ意味

(3) 教材の価値（丸亀うちわをとりあげた理由）

・ 伝統的な手法，技法が江戸時代より継承されている。
・ 地域の気候や土地条件と結びついて生産が起こっている。

・ 全国生産量の90パーセントを占めている。
• うちわづくりを部分的に体験でき，職人の技術のすばらしさ

や苦労を実感できる。

(4) 単元構成について

・ 丸亀うちわでの学習を基礎に，全国の伝統工芸の学習ヘ
(5) 本時の学習について

• 前時に学習問題を設定し，調べてみようという意欲化を図っ

ておく。

• 西本さん（職人）の個人年表から，職人の工夫ゃ願いを見つ

ける。

• 発問を明確にし，年表等の汽料活用能力の育成を図る。
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3 討諏内容

（ご 教師の指示が多く，子どもが主体的に学んでしな I..,、のではなし、

か。

◎ 教師は子どもの意見を取り上げ，授業の流れの中にもっと生か

してし、かなければし、けなし、0

◎ 指示ではなく，助言とか賞賛をもっと増やしていくことが必要

ではなし、か。

0＼ 伝統とか技術が，今にどのように生かされているのか，現在の
社会にどのような意味を持っているのだろうかという内容の視点

も重視すべきだろう。

6 指導（山下清明先生）

(1) 授業をみる視点 し

・ 残しておきたいものはあったか。 （内容があったか。）

• 楽しかったか。 （意識がとぎれなかったか。）

・ 協力できたか。

・ 資料はみやすかったか。

・ 疑問が残ったか。

という 5つの視点で授業を見るようにしている。

(2) 指示について

指示が必要な子ども実態があれば，その時には必要である。し

かし，子どもに資料の見方や考え方を育てて，指示は減らすべき

である。

(3) 内容について

大切なボイントは，手作業でしかできないということ。だから，

一本ずつ違った作品ができる。

(4) 能力について

今日，主体的に対応する力を育てることが重要ではないか。そ

の力には，事象に問いかける力と，それを処理（解決）する力で

あろう。
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7月27日（木）

1. 主催

2. 日程

場所 1時刻

香川県小学校教育研究会社会部会

内

（＊進行—--—＿ー―-柳敬子教頭先生）

容

9:00 ［受付

9: 30 1--一----------------------------------------------------------------------------------------------------------------

土

庄

町

j ＇ 

土
10:15 

庄 10:30 

小

A 子

校

提案授業

＾ 子 年|1 年 2 年 3 年 4 年 5 叫 6 年

単元名 Iおうちのし ぼくらは， 工場のしご 水を求めて 自動車の生 1本居宣長
ごとおおい ゆうびんや とのくふう 蛙子池をつ 産のさかん
よ さん ごま油工 くった太田 な地域

場 典徳

：三弓I巨豆I巨；け戸I己旦豆l芸菩I喜合迂19至
休憩
--------------------
分科会討議

〗［言I:：言：冒言：］
1 2 : 0 0 >-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
昼食・移動 （＊体育館で昼食）

12: 50 ►—-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------
アトラクショ‘ノ

13: 10 >-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
開会式

土 113 : 30..-----------------------------0-----------------------------·--...• 一 ――---------------

庄

町

全体提案
土庄小学校の研究の取り組み

13:45 •ー—------------------------------------------------------------------------------------------------------------ - --
本部提案
社会科学習の改訂の方向と香社研の課題

土庄小教諭大山．博文

香大附属高松小教諭池田孝徳

立 I14:10 ►ー--------------------------------------- ---------------------------------------------------- ---- ------------------
各分科会報告

中 •生活科分科会 （丹生小）竹田 具治
・地域学習分科会 （岡田小）野村 一夫

央 ・産業学習分科会（観東小）原 直史
・歴史学習分科会 （高篠小）亀山典良 記録者大川：長尾小松田章子

公 15:10---------―------------------------------------------------------------------------------------
休憩

民 15: 2 0 ~-------------—-----------------—-----------------—-------—-------------------------------—--------
館
講 評
今，社会科教師に求めたいこと 前善通寺市立中央小学校校長岡野啓先生

記録者木田：田中小脇 広久

16: 10←----------------------------------------------------------------------------------------------------------------
閉会式
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7月27日（木）

潅

程
主

日
1

2

 

香川県社会科教育研究会

（＊進行—------—事務局）

場所 時刻 内 容

19:00 これからの地域学習の在り方を探る

銀
1. 提案 「私が実践したい地域学習」

星
2. 討議
3. 指導

旅
提案者香大附属坂出小 教論宇山知昌

高松：古高松小 教諭溝内哲也

館
司会者香大附属高松小 教諭七條正典
指導者文部省教科調査官高野尚好先生

21: 00 記録者高松：木太小 教諭多田明広

7月28日（金）

場所時刻

9:00 
9:30 

附

9 :45 
属

高

10:30 
松
10:45 

小

A 子

校

12:30 

13:30 
銀

星

旅

館 15:30 

1 6 : 00 

（＊進行―-----事務局）

内 容

付
i

明
一
説

一
業

受
i

授
香大附属高松小 教論旅田敏弘
-----------------------------------------------・ 

提案授業
4年 「沖永良部島に生きる人々」

授業者香大附属高松小 教諭旅田敏弘
記録者香川：浅野小 教諭篠田美津子

・-------------------
休 憩

代表者討議
討議者
大川：本町小 佐藤正文 司会者香大附属坂出小 教諭岡根淳二

小豆：豊島小 員井孝征 記録者坂出 ：東部小 教諭鈴木清子
高松：四番丁小大島裕子 指導者 高松市教委主任指導主事
坂出：東部小 川中祥照 牟證良典先生
仲善：中央小 森井信一 仲多度出張所主任指導主事
三観：勝間小 安藤 通 山下清明先生
高松．附高小 旅田敏弘

移動・昼食 （＊銀星旅館で昼食）

講 演
演題 これからの地域学習の方向

―生活科との接続•発展を考慮した地域学習ー一

講師 文部省初等中等教育局小学校課教科調査官 高野尚好先生
記録者綾歌：滝宮小末澤康彦

丸亀：城東小香川浩子

閉 会 式
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9 月定例会の研究内容—

1 日時 I 0月 14日（土） 14 :00-16:30 

2 場所 多度津町立多度津小学校

3 研究授業

単元名 6年 条約改正

授業者 島田英夫（多度津小），提案者 高橋義徳（東小）

4 提案内容

(1) 仲善社研の研究テーマ

「 新学習指導要領の趣旨をふまえ，

基礎基本の定着をめざす社会科学習 」

(2) 新学習指導要領をふまえた条約改正のとらえ方

・ 単元の基礎的事項について

・ 単元の基本的事項について

(3) 本時の主張点

・ 児童の輿味や関心を菫視した人物学習

◎ 薩摩の若い武士たちという人物群を扱うことで．より身

近に当時の人々の願いを感じ．彼らのくじけない栢極的な

生き方に共感していけるのではないか。

・ 調べ学習による授業の展開

◎ 条約改正を人物の動きと国の動きのの二本の柱でとらえ．

明治政府の富国強兵政策と薩麿の若い武士たちを中心とし

た人物のの動きとをつないで調べ学習を進めさせる。

• 本時の基礎的事項と基本的事項

5 討議内容

◎ 東郷平八郎を取り上げるということは考えなかったのか。ど

うして．薩摩藩の若い武士たちを取り上げたのか。

◎ 教師の指導性が強すぎるのではないか。
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◎ 年表の見方の指導をしたのはよかったし．教師の発問，助言．

板書は的確であった。

◎ 年表の見方については，子ともたちにまかせてもよかったの

ではないか。子ともなりに因果関係を探らせてもよかったので

はなしヽ か。

◎ 子どもの活動と教師の指導をどう甜和させるのかということ

が課題ではないか。

6 指導（旅田敏弘 ） 

(I) 子どもの活動と教師の援助をどう統一させるか

新指導要領の基礎・基礎の徹底と個性の伸長という 2点

の調和を図るということが大切であり．そのためには，子

どもの表現の中にある基礎・基本を教師が取り上げ．学習

の中で生かしていくという姿勢が必要である。しかし．い

つも子ども中心というのではなく学び方や内容について．

教師が子どもたちに教えるという時期 や時間もある。

(2) 基礎・基本をどう考えるとよいか

事項（知識）だけでなく．問いを持つ力や問いを解決し

ていく力（表現力，思考力）も合わせて基礎・基本を考え

ていかなければ．社会の変化に対応できなくなるのではな

しヽか。

(3) 年表の指導

3年からの系統をふまえ，年表の指導を考える必要があ

る。 6年生においても，指導は必要だが，自分が年表の中

で問いを発見し．それを解決していくヒントを見つけてい

くというような扱い方もあるのではないか。

(4) 歴史上の人物の扱い方

適当な人物がいない場合．人物群をとりあげるというの

は良い提案だと思う。

-13 -



1 0 定例会の研究内容 —

1 日時

2 場所

3 研究授業

単元名

授業者

4 提案内容

1 0月21日（土） 14:00-.,16 :30 

坂出市立東部小学校

6年 野口英世とその時代

大野史子（東部小），提案者 川中祥照（東部小）

～ 感動力を高めるための私の主張 ～ 

(1) 感じる場の重視

写真や地図，エピソードを生かして，この時代を主体的に

追究させる。

(2) 表す活動の董視

その時代と照らし合わせた個人史を作ったり，絵や脚本に

書いたりして，近代化の進む明治・大正時代を生きた野口英

世のの苦労と業績を実感的にとらえさせる。

(3) 深める手だて

野口英世＝「努力の人」という理解にとどまるのではなく，

英世を生み出した時代背景を探ることが，学習の深まりだと

考える。そのため，年表や文書などの資料の活用が重要になっ

てくる。

グループで話し合って，紙芝居にすることで友達と考えを

深めることもできる。

5 討議内容

◎ 野口英世を社会科として，どのように扱ったらいいのだろう

か。そこで身につける社会認識とはなんだろうか。

◎ 時代をどう教えるかということとつないで，野口英世を通し

て学べることが何か．はっきりさせる必要がある。

時代像が社会認識ではないか。
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◎ 国際的地位の向上ということとつないで，英世の生きざまを

もっと前面に出すことが大切ではないか。

◎ 新しい人物を積極的にとりあげるということは，たいへん良

い。しかし， 「どうして英世は医学者として，世界で活躍でき

たのだろうか」という問いは，適切ではないのでは。

◎ 問いは連続しているのではないか。その過程で価値のある問

いを生み出すということが必要では。

◎ ある子の価値のある問いを，みんなに返してやったら良かっ

た。

6 指導（岡根先生，石原先生，岡野先生，渡辺先生，曽根先生）

(1) 4 2人目の人物をどう扱っていくかということで成果が

あった。見えない歴史というものを人物を取り上げること

で思考可能な見えるものへと変えていくことができるので

はないか。

(2) 学習問題と答えとの関係が少しずれているのではないか。

努力したから海外へ行ったというふうに考えていいのか。

(3) 今は地図の時代ではなく，地球儀の時代である。

当時の日本人の考えと野口英世という個人の考えをどう

つないで考えるかが課題である。

(4) 歴史を学ぶ楽しさを重視したい。年表のことばが，具体

的なイメージとなっていかなくては考えもでてこないので

はなしヽ か。

(5) 広い視野で，世界の中で人物を考えていくことが重要で

ある。野口英世をつかむとは，伝記などを読んで自分のイ

メージをつくること，創造することではないか。

これからの授業は，子ども一人ひとりに心をよせていく

授業でなくてはいけない。
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1 1 定例会の研究内容—

時

所
日

場
1

2

 

1 1月 18日（土） 14:00---16: 30 

綾南町立陶小学校

3 研究授業

単元名 6年 戦前戦後のくらしと新しい日本

～ 民主化への歩み

授業者 有岡俊文（陶小）．提案者大西浩史（岡田小）

4 提案内容

(1)研究主題

社会科における学習力を育てる授業のあり方

～ 資料活用力の育成を通して

(2)研究の視点

◎ 基礎・基本の定着

社会科で育てる学力は，次の 4つである。

上歴史上の主な事象を通して、国家・社会の発展

知識・理解 に大きな働きをした先人の業績や文化遺産につ

いて関心と理解を深める。

社会的事象に対する 我が国の歴史や伝統を大切にする心情を育てる

関心・態度

観察・資料活用の 地図、年表などの各種の基礎的資料を効果的に

能力 活用することができる。

社会的思考カ・ 社会的事象の意味をより広い視野から考える。

判断力

◎ 資料活用能力の育成

・ 資料収集力（聞き取り調査）

・ 資料整理力（情報カード）
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5 討議内容

◎ 資料集めがすばらしく，たいへん参考になった。

◎ 戦後の人々の生活を，どう学習指導計画の中に位閥づけてい

るのか。もっと，重視すべきではないか。

◎ 6つの諸改革（軍隊の解散，治安維持法の廃止，選挙法の改

正，労働組合法の実施，農地改革，教育改革）を取り扱ってい

るが，多すぎるのではないか。その中で， 1つをもっと詳しく

みていくという学習も考えられる。

◎ 戦前が悪く，戦後の改革は良いというふうに簡単に考えるこ

とになるのではないか。

◎ 憲法とのつながりを考えるということは，思考力を練る上で

効果があったと思うが，人々の願い→諸改革→憲法という学習

の流れよりは，逆に考えていくほうが因果の思考力を育てるこ

とになるのではないか。

6 指導（河津学先生）

(1) 研究授業の持ち方について

研究授業の持ち方を検討する必要がある。それは， 1つ

の授業を見ての討議であれば，別の視点からの意見が出て

それで討議が終わってしまい，深まりが期待できない。だ

から，授業を 2つしてその比較検討をするという方法がよ

いのではないか。 1時間の時間を 2っということは，時間

的に無理があるのなら，導入部分だけを 2つしてもいい。

授業の持ち方，討議の仕方を工夫してほしい。

(2) 良い授業とは， （上田薫著，人間の生きていろ授業より）

・ 立往生せよ

・ 山をつくれ

・ 桔抗を生かせ

• ひっくり返しをせよ

• あとにひく終末にせよ
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1 月定例会の研究内容—

1 日時 l月 20日（土） 1 4 : 0 0 ---1 6 : 3 0 

2 場所 観音寺東小学校

3 研究授業

単元名 6年 アメリカのくらし

授業者 原直史（観東小），提案者平川博（麻小）

4 提案内容

(1)学習指導要領の改訂に当たって

• 新旧学習指導要領の比較

• 第 6学年の目標をどうとちらえるか

． どの国をどのように取り上げるか
(2)研究テーマ

◎ 調べ活動を生かし，社会認識を高める社会科学習

・ 個性的な理解の仕方を通した基礎基本の修得

・ 子どもが“考える”指導過程の研究

◎ 個性的な分かり方を大切にするとは，

・ 自分の生活経験から，多様な視点をたくさん出させる。

・ 知識や体験を積み重ねていく。

• 一人ひとりの興味関心を大切にし，理解への援助をする。

(3)本時の授業構成， 
教材 →発問 →多様な反応 →考えの深まり →両国の考え

◎ なぜ，バス・トイレなのか。

◎ なぜ，対比思考をさせるのか。

◎ 国際理解するとは，

• 相手の考えや行動の意味を内側から理解することのでき
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る心情を持つ。

・ 違いを知る。

・ 違いを認める

| -＜国際理解

自己理解

（自国理解）

I 
11 

人間理解

他人理解

（他国理解）

5 討議内容

◎ バスルームの作りや数のアメリカと日本に違いについて，ど

ちらがか好きかというように討論したのでは，内容の深まりが

ないのではないか。

◎ 子どもたちは，バスルームの違いを知り，どちらが好きかと

か，そのわけについてよく発表していた。

◎ バスルームの違いから，アメリカの人と日本人との考えの違

いを探るという過程で，資料の提供等の教師の援助がもっと必

要だったのでは。

◎ 施設の違いだけでなく，その使い方とかについてもっと調べ

ることも必要だ。

6 指導（各務清先生）

(1) 国際化ということで，アメリカのくらしを取り上げた授

業は，教材の開発ということで成果があったと思う。

(2) どの子どももよく発表し，意欲的に学習できるような指

導過程であったと思う。

(3) 内容的には，もう少し，アメリカの人がそうしているわ

けとか，日本人との考え方・習慣の違いというあたりを追

究すべきだったと思う。
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2 月定例会の研究内容—

1 日時 2月 10日（土） 14: 00---16: 30 

2 場所 石田小学校

3 研究授業

単元名 5年 新高松空港と産業

授業者 広瀬強（石田小），提案者向山智恵子（引田小）

4 提案内容

(1)大川社研 研究テーマ

基礎・基本を大切にした社会科学習

～生き生きとした表現活動を通して～

(2)研究テーマについて

◎ 表現することは考えることである。

ロ人間関係調整能力 」や 「表現能力 」の育成

◎ 子ども主体の学習をすることで，表現が生き生きとして く

る。

◎ 単元の中へ表現を位置づける。

◎ 多様な表現の方法を取り人れる。

表現の方法

類型 主 な 活 動 三動作 動作化 ―, 劇づくり ， 役割濱技 et C 

図・表 構成園 ，設計図 ，しくみ園，グラフetc

絵画 絵園 ，立体模型 ，絵地園，紙しばい ，カルタ etc l 
言語 絵本 ，ノート ，新聞 ，紙しばい ，討論 ，文章表現 et C ！ 

rク

記 号 色カード e t c‘ 
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3 討議内容

◎ 実物（空輸するヒラメ）を提示しての学習で，子ども意欲が

高まったと思う。

◎ 農業と交通との関係はどうなっていたのか。フライト農業の

学習と交通網の広がりということが結びつきにくかったのでは

なしヽ か。

◎ フライト農漁業の調べの中に交通の資料があれば，新高松空

港の航空路計画図とつながったのではないか。

◎ 新高松空港の航空路計画図の資料は，国土の広がり（空間認

識の広がり）をとらえるのに効果的だった。 5年生段階での国

際化の視点にもなるのでは。

◎ フライト農漁業を考える時に，軽くて，高い品物という視点

が重要ではないか。

◎ 導入時の，新空港の特色（速い，運賃が高い，衝撃がある）

視点でカードを整理すれば，活動が整理され，内容もわかりや

すかったのではないか。

6 指導（古市聖治先生）

(1) 2 1世紀への社会科実践の課題はなにか。

先輩や香社研の歴史に学ばなくてはいけない。これから

何を教えていくのかということを見つけていくことが必要

である。

く 参考文献 ＞ 

・ 社会科を底辺から支えよう

• 今，新しい社会科の構想を

・ 社会科はどんな子どもを育てたか

・ 体系化された社会科を

• 新しい社会認識教育哲学待望

2 1世紀の市民資質の解明

・ 自己確認と国際化への対応
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【香社研提案】

［研究；題性を生かし，基礎甚本を大切にする社会科学習

ー一人ひとりが主体的に学ぶ学習指導一—

香川県社会科教育研究会 池田孝徳

新教育課程に向けての地域プランの確立

1. 教育課程編成の基本方針から

新小学校学習指導要領が乎成元年 3月15日に告示され，第 I章総則の第 1の教育課程編成の

一般方針においては，教育課程編成の基本的な仕組みを示すとともに，教育課程の編成におい

て，特に配慮する必要の事項について次のように示している。

教育課程編成の原則（第 1章第 1の1)

各学校においては，法令及びこの章以下に示すところに従い，児童の人間として調和

のとれた育成を目指し，地域や学校の実態及び児童の心身の発達段階や特性を十分考慮

して，適切な教育課程を編成するものとする。

学校の教育活動を進めるに当たっては，自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応で

ぎる能力の育成を図るとともに，基礎的・基本的な内容の指導を徹底し，個性を生かす

教育の充実に努めなければならない。

上記の配慮事項は，二つの項目に分けることがでぎる。前段の地域．学校及び児童の実態を

考慮に入れるということは，教育課程編成の基本原則である。

教育課程の編成主体について「学校において」を「各学校において」に変更している。これ

は，今回の改訂の趣旨を生かすため．各学校が主体性を一層発揮して，教育課程の編成を行う

必要があることを強調したものである。

このことは，地域の多様な特性を生かした活力に満ちた地域社会の実現を望む声が高まって

きており小学校教育においても地域や学校の実態に即し，各学校の創意工夫を加えた教育課程

の編成・実施が求められているということである。

この地域の実態に即した教育課程の編成・実施とは，単に地域ごとに独自の教育課程をつく

るとか，地域について学習するための教育課程をつくるといったものではない。その意義は，

およそ次の 3点である。

(1) 学習の主体者である児童の実態に注目しつつ，そこから教育活動を出発させる。

(2) 教室の中での児童を閉じこめた定型的な授業を展開するのではなく，馳域の環境条件を活

用して創意工夫を加えた積極的な学校教育のあり方を目指すものである。
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(3) 地域に即した教育は，学校と地域社会との信頼，協力の関係を確立することを目指す。

つまり，単に「社会科指導をどうするか。」 「地域教材を取り上げた社会科指導はどうあ

るべぎか。」といった視点からの研究では，今日的課題の解決は果たし得ない。

各校の教育課題は何なのか，また，それが見えてくる研究でなければならないのである。

2. 地域プラン作成にあたって

地域プランとは，地域の教材をいかに取り入れた社会科指導をするのかといったものでない

ことは前述の通りである。学校の教育課題をどうふまえ，学校の教育目標達成のためにどうカ

リキュラムを編成・実施するかという学校教育の全体像の中での社会科指導のプラソを作成す

ることが要件となる。つまり，各学校の教育目標は，地域の実態，児童の実態，父母や地

域社会の期待等が集約された「学校の教育課題」を踏まえたものである。したがって，このよ

うな教育課題を踏まえた教育目標を達成するために，社会科教育のになう役割を明確にし，そ

の具体的方策を盛りこんだ地域プランの作成が重要である。

地域プランは，社会生活に必要な知識や考えを教えるものではなく，それらの知識や考

えを自ら学んでいく，学び方を学ぶ力を一人一人の子どもに身につけさせるプラン，すな

わち，学ぶ意欲と能力を持つ子どもを育成することを要件としたプラソである。

自ら学ぶ意欲と能力を持つ子どもづくりには，子どもを取りまく環境を生かし，子ども

の生活や体験に基づく，より具体的な事実に触れ，観察（実物調べ）や表現といった実際

的な問題解決の体験を通した学習こそ大切であり，このことが，香社研の地域プランによ

る「調べ学習」の特質なのである。

3. 個性を生かす教育の重視

新学習指導要領の総則に教育課程の一般方針が示されている。その中で配慮すべぎ事項とし

て， 「学校の教育活動を進めるに当たっては，自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応でぎ

る能力の育成を図ると共に，基礎的基本的な内容の指導を徹底し個性左牛かす教育の充実に努

めなければならない。」としている。

このことは，今後の学校教育がめざすべき基本方向を明示したものであり，今回の学習指導

要領の改正において，最も重視されなければならないところである。新しい学習指導要領の基

本理念が学校教育をこれまでの「知識と技能を重視する教育」から「自ら考え，主体的に判断

し，行動でぎる能力の育成を中心とする教育」へと質的な転換を遂げなければならないとの考

えに立つものであることをしっかり受けとめねばならない。

Il 教育課程編成にあたって

1. 新教育課程の編成の視点から社会科を観る

今回の教育課程の基準の改善にあたり，教育課程審議会の答申にある教育課程改善のねらい

として，次の 4つの項目をあげている。
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l心豊かな人間の育成J

(1) 教育活動全体を通じて，児童の発達段階や各教科等の特性に応じ，豊かな心をもち，

たくましく生きる人間の育成を図ること。

学校教育は，人間としての調和のとれた発達を目指し，心身ともに健全な国民の育成

を期して行われなければならないことは言うまでもない。今回の改訂においては．これ

からの社会において主体的に生きていくために必要な資質を養うという観点に立ち，学

校教育の現状や児童の実態等を考慮し，豊かな心をもち，たくましく生きる人間の育成

を図ることを重視することとした。特に， 「真理を求める心や自然を愛し美しいものや

崇高なものに感動する心を育てること」， 「生命を尊重する心や他人を思いやる心を育

てること」， 「感謝の心や公共のために尽くす心を育てること」， 「すこやかな精神と

身体を育てること」， 「基本的な生活習慣を身に付け自らの意思で社会規範を守る態度

を育てること」， 「自律・自制の心や強靱な意志と実践力を育てること」， 「自ら生き

る目標を求めその実現に努める態度を育てること」に配慮した。

これは，主として，これからの社会において自主的，自律的に生ぎる力を育てること

を目指すものである。そのため，道徳を中心にして各教科や特別活動においても，それ

ぞれの特質に応じて，内容や指導方法の改善を図ることに配慮した。

〔基礎・基本の重視と個性教育の推進〕

(2) 国民として必要とされる基礎的・基本的な内容を重視し，個性を生かす教育を充実す

るとともに，幼稚園教育や中学校教育との関連を緊密にして各教科等の内容の一貫性を

図ること。

小学校教育においては，人間の一生を通じての成長と発達の基礎を培い，国民として

必要とされる基礎的・基本的な内容を確実に身に付けさせることが必要である。

各教科の内容については，学習の適時性やこれまでの教育課程の実施の経験などを考

慮し，小学校段階において確実に身に付けさせるべぎ基礎的・基本的な内容に一層の精

選を図ることとした。その際，各教科の内容については，教育課程実施状況の調査結果

などを考慮し，実際の指導において児童の発達からみて内容の程度が高くなったり，抽

象的な取扱いになったりしがちなものや発展性に乏しい内容などを削除，軽減，重点化

などを図ることによって一層の精選を図ることとした。

基礎的・甚本的な内容を児童一人一人に確実に身に付けさせるようにするため，璽に

応じた指導など指導方法の改善を図ることとした。個性を生かすためには，児童一人一

人が自分のものの見方や考え方をもつようにすることが大切であり，今回の改訂におい

ては，各教科において思考力，判断力，表現力などの能力の育成を重視した。また，豊

かな個性の形成は，内発的な意欲や主体的な態度に支えられる必要があり，自ら学ぶ意
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欲や主体的な学習の仕方を身に付けさせることも重視した。

このように個性を生かす教育は，基礎的・基本的な内容を身に付けさせる過程を通し

て，さらにそれを基盤として，児童一人一人が個性を発揮しつつ生ぎることができるカ

を育てることを目指しているものである。

なお，総則の教育課程編成の一般方針において，学校教育を進めるに当たっての基本

理念として基礎的・基本的な内容の指導を徹底し個性を生かす教育の充実を図るべぎ旨

を示した。

〔自己教育力の育成〕

(3) 社会の変化に主体的に対応できる能力の育成や創造性の基礎を培うことを重視すると

1 ともに，自ら学ぷ意欲を高めるようにすること。

これからの社会の急激な変化に対応して生ぎていくためには，社会の変化に対応でぎ

る能力や創造性の基礎を培うことが大切である。また，これからの学校教育においては，

生涯学習の基礎を培う観点から，自ら学ぶ意欲と主体的な学習の仕方を身に付けること

が大切である。

そのため，各教科の内容については，これからの社会の変化に主体的に対応でぎるよ

ぅ，思考力，判断力，表現力などの能力の育成を重視することとした。とりわけ，創造

性の基礎を培うため，新たな発想を生み出すもとになる論理的な思考力，想像力，‘｀i
力を重視するとともに，科学技術の進歩や情報化の進展に対応するために必要な基礎的

な能力の育成にも配慮した。これらの能力は，児童の発達段階に応じて必要な知識や技

能を身に付けさせることを通して育成されるものであり，各教科の内容の改善に当たっ

ては，それぞれの教科の特性に応じて配慮した。

また，生涯学習の基礎を培う観点から，学ぶことの楽しさや成就感を体得させ自ら学

ぶ意欲を育てるため体験的な学習や問題解決的な学習を重視して各教科の内容の改善を

行った。各教科の学習指導に当たっては，自ら学ぶ目標を定め何をどのように学ぶかと

いう主体的な学習の仕方を身に付けさせることが大切である。

なお，（2）と同じく，総則の教育課程編成の一般方針において，学校の教育活動を進め

るに当たっての基本理念として，自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応でぎる能力

の育成を図るべき旨を示した。

I 〔文化と伝統の尊重と国際理解の推進〕

(4) 我が国の文化と伝統を尊重する態度の育成を重視するとともに，世界の文化や歴史に

ついての理解を深め，国際社会に生きる日本人としての資質を養うこと。

．．．．．．一●ー・・・・・・一．．．．．．．．．．．．．．．．．ー・・・・・・ーー・・・-・・・ー・・・・・ー・・・・・・・・・・・・一．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー・・・・・・一．．．．．．． .... . . ... .. —................----.．．．．．I-
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国際化が進む中にあって，次代に生きる日本人を育成するためには，これからの学校

教育において，諸外国の人々の生活や文化を理解し尊重するとともに，我が国の文化と

伝統を大切にする態度の育成を重視していく必要がある。 ・

そのため，我が国の文化と伝統に対する理解と関心を深め，それを大切にする態度の

育成を図るとともに，日本人としての自覚やものの見方，考え方についての基礎を培う

観点から，各教科等の内容の改善を図ることとした。その一環として，国旗及び国歌の

指導については，日本人としての自覚を高め国家社会への帰属意識を涵養するとともに

国際社会において信頼される日本人を育てる観点から，その充実を図ることとした。

また，世界の文化や歴史に関する学習は，主として中・高等学校で行うこととしてい

るが，今回の改訂においては，小学校段階から外国の文化等に対しても目を開くように

配慮し，社会科を中心に関連の教科等の内容の改善を図ることとした。その指導に当た

っては，諸外国の人々の立場や発想に立って理解でぎるようにすることが大切である。

上記の 4つのねらいは，教育の内容と方法の改善に当たって留意すべきねらいを示すよりも，

社会の根本的な変化とそれに伴う，児童の生活や意識の変容をぎちんと受けとめ，今後の学校

教育はいかにあるべぎかについての基本的観点を示すことによって，教育課程の基準の改善の

ための基本的枠組みの全体像を描いているのである。

このようなことから，教育課程の甚準の改善の 4つのねらいは， 「自ら考え，主体的に判断

し，行動する力」をもった人間の形成という観点から，相互に関連するものとして，構造的に

捉え，教科や道徳，特別活動を一体的なものとして考えていかねばならない。
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今，学校の実態に合わせた特色ある教育課程が編成されなければならない。

現在，急務とされることは，その学校の教育目標にせまるための，教育活動全領域を総合的

にとらえた学校独自の個性的なプランを持つことである。

ー教科である社会科においても，このような考えに立って，その学校の社会科年間計画を作

成する時期を迎えているのである。

学習指導要領が告示された今，単なる地域教材の開発とい うことにとどまるのでなく，学校

独自のプラン＝地域プランの意味を問い直す必要にせまられているのである。

次に，新教育課程編成に向けての重要な視点として，下記のことが重要であると考える。各

学校の教育課題を踏まえ，その学校の実態や教育目標が異なるとすると，当然， 4つのねらい

の扱い方も軽重が必要になってくる。

単に，これまでのように 4つのねらいを並列的にとらえ，どの学校も，子どもや地域や教育

研究の特性に立つといいながら，よく似た教育課程を編成してぎたのである。このような反省

に立ち， 4つのねらいを構造的，立体的に捉らえなければならないのである。

社会科でみると，国際化・伝統・文化に視点をあてる学校と，豊かな心の育成に視点をあて

る学校では，当然教える内容の比重も基礎・基本の内容も変わってくるのである。

A
 

B
 c

 

D
 

国際社会に生きる

日よ人の育成

国際社会に生きる

日本人の育成

国際社会に生きる

日本人の育成

国際社会に生きる

日本人の打成

ii) ＠） ③ G) 

豊かな心，た 自ら学び変化 基礎基本を重 国際理解．文

くましく生き に対応するカ 視し，個性重 化・伝統を尊

ることの育成 の有成 視の教育の充 重することの

実 汀成

⑫9 ＠；； ④
 

①
 

③
 

④
 

①
 

②
 

④
 

自ら学び湛礎茎本 国際理解

変化に対11を重視し 1文化・伝
応する力個性重視統を尊重

豊かな心墓礎基本国際理解

たくまし1を重視し 1文化・伝
く生きる 個性重視統を尊重

豊かな心自ら学び国際理解

たくまし 1変化に対 文化・伝

く生きる 応する力統を尊重

の育成 11の教育のllすることJ11 lことの育『の教育のljすることJIilことの育11の育成 IIすること
充実 の育成 成 充実 の育成 成

①~ I I~ 
豊かな心 自ら学ぴ 基礎甚ム

たくまし 変化に対 を菫視し

く生きる 応する力情性頂視

の教育の

充実

2. 新しい墓礎・基本の内容を求めて一一基礎・基本の徹底

（社会の変化に対応した内容の基礎・基本が考えられているか）

今日の社会科学習かおもしろくないと子どもに受け取られる背景には，教科書の内容すなわ

ち事項を理解させるといった内容の浅さがあった。教材研究の視点も，教科書の事項を理解さ
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せるためにどのような教材を組むかといったようなものであった。このような学習Cは，子ど

もの認識を深めることには，つながっていかない。良い授業は，深い内容観に支えられている。

教師の社会を見る目こそ重要なのである。

今日の科学技術の発達と経済の発展は，物質的な豊かさを生むとともに，情報化・国際化・

価値観の多様化など社会の各方面に様々な変化をもたらしている。こうした社会の変化は，私

たちの生活の在り方や意識に深く影響を及ぼし，人間としての生ぎ方にも問いを投げかけてい

る。

社会科教育のねらいは，こうしためまぐるしく変貌する環境の中で，自然環境・社会環境と

人間のかかわりを見つめ，人間としての生きかたを学んでいくことである。 「公民的資質の育

成」の意味をもう一度問い直す時期にぎているといえるだろう。

こうした学習を進めるための内容の視点として―

情 1文冒化産
報 I と

化 1 旦

国 際

以上の 5点が考えられる。この 5点からの教材の選択と教材内容の分析を進めることが肝要

である。ただし，この 5点も並列にとらえるべきでないことは，言うまでもない。

3. 社会科における学ぶ力（能力）とは

「調べ学習」の発展（ 基礎・基本をふまえた個性の伸長ー一-)を進めるにあたり，

基礎・基本の徹底という観点から次の 3点を重視したい。

(1) 具体の事象と結びついた概念の習得

社会科は，内容教科である。抽象化された概念が一人歩ぎするのではない。特に， 「調べ

学習」においては具体と結びついた概念の習得の過程こそ重要なのである。概念形成の過程

は，まず社会事象に直接当たり，様々な事実を感情や感動とともに見つける段階から出発す

る。そして，調べた事実を絵カードや絵地図に表現するといった抽象化されたものに置ぎ換

える段階がある。次に，それを操作し事実間の関係づけを図る段階へと発展する。こうした

関係づけの段階で，時間意識・空間意識・人間意識が重要となる。 3つの意識による関係づ

けから概念は生まれるのである。豊かな具体と結びついた，具体の中に生ぎて働く概念を子
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ども自身が創造することが，環境と人間生活のかかわりを見つめ人間としての生きかたを追

求する上で大事なのである。

(2) 生涯にわたり，学びつづける学び方の育成は

生涯にわたる学び方の育成の上で，大ぎな課題は「意欲」と「学ぶ技術」の問題である。

子どもの内発的動機づけを重視し，子どもの興味•関心に応じながら意欲を晩起することと

粘り強く追究していく態度を育てたい。

(3) 社会科基礎技能を高める地図指導・年表指導

社会科の基礎・基本を考えるとぎ，空間意識につながる地図指導と時間意識につながる年

表指導は欠かせない。生活科での絵地図づくりから系統だてて，地図指導・年表指導を進め

ることが重要である。作業をおりにふれて取り入れこれらの技能を日常的に身につけさせて

いくことが大切である。

4. 豊かな人格形成をめさす社会科教育

新教育課程の根本的な課題は，基礎・基本の徹底を基礎に個性の伸長を図ることである。即

ち，基礎・甚本の徹底は，人格形成上の基礎・基本をしっかり学ぶことであり，生涯にわたり

豊かな人間形成を目指して主体的に学習していく上に必要な知識や能カ・意欲．態度を教え育

てることである。個性の伸長は従来ややもすると，能力や興味•関心といった方法論上の問題

として考えてぎた個人の能力や特性を認め，伸ばすといった教育の目的から問い直した課題で

ある。すなわち，新教育課程のねらいは，一見矛盾して見える基礎・基本の徹底と個性の伸長

という 2つの命題の統一にある。社会科もこの 2つの命題の統一ということから検討を加える

必要がある。

人間は，社会の中に生まれ，育ち，生活しているが，社会生活があまりに日常的であり，そ

の意味に気づかないまま過ごしがちである。しかし，人々の精神的にも物質的にも充実で豊か

な生活を求める願いは，自他ともに構成される社会において実現される。人間は，社会の発展

のために課せられた役割を持ちそれを果たす存在であると同時に他人の働ぎによって支えられ

ている存在である。こうした社会の中での自分の存在の発見と社会の存在の発見，そしてそれ
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らのつながりやしくみを考えていくことが， 「社会生活についての基礎的な理解を図る。」こ

とになるのである。この，社会生活についての意味を深く考えることが，人々や社会の発展を

願いその実現に努める態度を育てるもとになるのである。

社会科学習における基礎・基本は，この社会生活における意味を考え，理解させることであ

り，それをもとに国家や社会の発展を願い，その実現を図るために積極的に取り組む態度を育

てていくことである。そのためには，なにより現実の社会生活を直視し単なる理解に終わるこ

となく，自分の考えをぎちんと持ち，人間としての生ぎかたをも考える社会科学習を進めるこ

とである。

新教育課程において，低学年社会科が体験と表現を重視した「生活科」への移行，そして 3

年からの社会科学習での「調べる活動」の重視も，実は知識の習得・暗記の学習から，現実の

社会生活を重視し社会生活の意味を考え，更に社会生活の発展を願いその実現に努力する態度

を育てる学習への転換を意図したものであると考える。

3. 子どもの社会化・個性化を図る調ぺ学習

(1) 個人差に応ずるめあては，発達課題にある。

人間の発達の過程，教育の過程には，発達段階に応じて，その年齢にふさわしい行動なり，

考えなり，個性の生かし方なりの発達課題があるとされている。それぞれの発達段階におい

て，次の発達段階までに達成しておかなければならない課題があるのである。社会化・個性

化の過程を学習論としてみていく上で，子供をどう育てていくのか，発達段階に応じて，課題

を明確にする必要がある。人間として生きていく基礎・基本となることを身につけていくと

いう社会化とその子なりの個性を伸ばしていく個性化が，それぞれの学年でどこまで達成し

なければならないのか明確にしないと， 「社会化・個性化」の過程の重視｀を叫んでも，実践

には結びつかないものである。

① 子どもの発達課題を踏まえた学習

自ら学ぶ学習は，学年の発達段階に即して調べ学習の発達課題があるのではないかと考

えた。つまり，それぞれの時期にどうしても身につけておかなければ「一人立ちの教育」

が達成できなければならない課題を考え，次のような調べ学習における発達課題を設定しt-::o
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人格形成のための発達課題
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個性の伸長

社 会 化

この発達課題で気づくことは

m 子供はある時期になると，自ら学ぶことによって，課題を達成でぎる条件が整って
くること。

（イ） 子供は個人として課題が達成されるだけでなく，人間と人間との営み（関係）の中

で，自己を調整しながら課題を達成すること。

（ウ） 子供の発達課題の達成にあたって，内発的動機（知的好奇心）に基づく意欲と活動

が深く関っていること。

香社研では，この 3点を社会化，個性化の過程における，すなわち，調べ学習における発

達課題達成の要件と考え，上記のような自ら学ぶ学習としての発達課題を設定した。社会科

学習も，人問形成の重要な役割を担うということから，人間づくりのための発達課題を設定

しているのである。

(2) 個人差に応ずるとは， 「子供の意欲ある活動」と「甚礎・基本」の統一により可能になる。

個人差に応ずる学習を進めるにあたって，上記の①の「条件を整えること」 ②の「意欲

と活動の重視」が解明される必要がある。

① ①の「条件を整えること」については，社会化を進めるにあたっての個別化の考えであ

る。答申にある「国民として必要とされる基礎的・基本的な内容を重視し・・」とある通り

であり，社会化の過程において，この人間として生きる基礎・基本がぎちんと身につくこ

とが重要であるということである。

しかし，埜礎・基本を学びとるごと，教えることの過程には，能力，特性の質的な差異

学習における達成度の差異等の個人差により，身につけ方の指導の改善が図られなければ

ならない。

換言すれば，個別化のための指導の改善が社会化の過程における課題なのである。

② また，③の子供の意欲・活動の重視については，個性を重視した学習を展開しようとす

ればするほど，この意欲と活動を重視しなければならない。香社研が主張する「調べ学習」

論は，この「意欲」と「活動」， 「基礎・基本」の二つの統一を図る学習論なのである。

子供は，活動によって，意欲を生じ，意欲の

ふくらみが次の活動を生んでいくのである。
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（ウ） 調べ学習は，調べ方法の類型及び，調べ学習（調べ方法と表現方法の組み合わせ）で

練られる思考力については，右の表の通りである。

(3) 調べ方法の 4類型

①調べ方法の類型と，それに基づく表現方法を生かした学習

調べ学習は，調べ方法と表現方法の学び方の類型を考えることによって，より具体的に，

そして，より意味のある学習を展開しようと試みた。

この類型を設定するにあたっては，思考の類型を分析し，授業実践を通して，特質を明

らかにした。次のページの表が，調べ方法の 4つの類型である。
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② 思考の類型

思考の高まりは， 「調べ方法」により，調べていく過程にもあり，調べたことを表現

する仕方，表現したものに働ぎかけて調べる中にもある。子供たちの思考は，どこで，

どのように成立するのか，また，どう思考の高まりが期待でぎるのか，考えておく必要

がある。 思考の類型としては，類別，関係，条件思考をそのパターンとしてあげる。

2. 個性を生かし，基礎基本を大切にする

(1) 基礎基本の重視と個性の伸長

基礎基本の指導の徹底ということで，これまでは，すべての児童に同じ知識，能力，態度，

を一様に身に付けさせることと考えていた。

基礎的基本的内容は，社会の構成員が共通に習得することが必要な文化である。しかし，

それが一人一人の児童の内に血肉化された時，基礎的基本的知識と能力は，個性的で多様な

ものとならざるをえないのである。

すべての児童に基礎基本をまず習得させ，その上で個性をのばすという考え方がこれまで

一般的であった。しかし，基礎的基本的内容を確実に身に付け，これを生かしながら社会の

変化に主体的に対応でぎるものとなるためには，基礎基本を習得する過程そのものの中で個

性を生かすように努めなければならない。さらに，それを墓盤として一人一人が自分の個性

を生かしながら，学習していくことのでぎるよう指導し，援助することが，今後の学校教育

が目指すべき方向となるのである。

(2) 人間形成としての基礎基本をとらえる

基礎基本というと「基礎学力」に直結させてとらえがちであり，教科の教育内容にのみかか

わった用語として受けとめられがちであるが，その奥底では，人間形成と深くかかわってい

るのである。授業の目的は，単に教科内容の基礎基本を伝授することにとどまらず，それを

通して人間形成を図ることである。

学校教育は．人間の一生を通じ，成長と発達の基礎を培うものであるから知育のみに片寄

らず，徳育，体育の全面にわたって調和のとれた人間性豊かな児童の育成を図るように基礎

基本の徹底に努めなければならない。 「何を学ぶのか」 「どのように学ぶのか」 「いかに生

きるのか」の基礎基本が問われているのである。

さらに， 「基礎的基本的内容」については，これまでの考え方，とらえ方が今日の教育状

況にそぐわなくなり，新しい内容を盛り込む必要が生じてぎたことにも目を向けていかねば

ならなし ‘o

(3) 基礎基本と個性のとらえ方

前述したように， 「基礎基本を身に付けること」と「個性を生かす」いうことを対立的に

あるいは矛盾的にとらえるのではなく，基礎基本の充実と個性を生かす教育を同時に進め，

「個性を生かすための基礎基本」という考え方をとらなければならない。甚礎基本を人間形

-33 -



成の基礎基本としてとらえるという視点に立つとき，それはとりもなおさず，個性の伸長と

いうことにつながる。

「国民として必要とされる基礎基本」という表現にみられるように，共通的，一般的であ

るとするとらえかたがあるが，すべて，基礎基本が共通にあるのではない。一人一人の人間

の成長，発達の過程において，その人独自に形成されるべぎ基礎基本がある。

基礎基本を一人一人の子どもに組なおして，主体的に表現したものが，個性であり，基礎

基本は個性的，個別的であると考えることが大切である。

基礎基本を大切にするためにも個性をどう生かしていくか，と同時に子どものもっている

「よさ」をどのように生かしていくかが問われてくるのである。

2. 社会科学習における基礎・基本とは

(1) 甚礎・基本重視の背景

基礎・基本の修得は，個性の伸長（自己実現）と連動している。臨教審二次答申の「生涯に

わたり積極的に自己実現を図るための基礎・基本の修得」， 「人間形成の基礎を培うために必

要な某礎的基本的な内容の修得の徹底を図ると共に，社会の変化や発展の中で自ら主体的に学

ふ意志，態度，能力等の自己教育力の育成を図る」は，教課審の教育課程の基準改善の原点

となっている。

この背景に，情報化，国際化，技術化する21世紀に生ぎる子供たちに必要な，創造カ・思考

カ・判断力を育成する基盤は，基礎・基本の徹底にあると考える。

(2) 基礎・基本とは，

(7) 基礎的・基本的内容について

基礎的・基本的内容とは，具体を離れた抽象であるとか，個別を超えた普通であるとか

いった「概念」ではないのである。基礎的・基本的内容とは，具体の中に生きて働いてい

るもの，個別の事例の中にある生ぎて働いているものである。

このようなことから，身につけていく基礎・基本の内容を明確にすることが主要になっ

てくる。そして，基礎的・基本的内容を学んでいくには，当然基礎的事項を踏まえること

が肝要である。例えて言えば，新しい工業の学習において， I C産業を取り上げたとしよ

う。この学習の基礎的・基本的内容は， 「新しい IC工業は，従来の大都市や臨海に工業

があったが，新しい工業においては，水，交通，人材などの条件が満たされれば，内陸部

に工業立地が可能となる」である。この内容をとらえるには，どうしても大都市中心，臨

海中心ということで，大阪，東京，尼崎，北九州等，またこの歴史を見ると鉄工業を中心

とした，明治の施策がさらに社会的現象としては，鉄鋼業から IC工業へと工業が転換し

ていること等を踏まえないと内容をとらえることはでぎない。

内容をとらえていく調べ学習は，決して，基礎的事項をおろそかにしてはならない。か

と言って，基礎的事項を単なる用語として知識として覚える学習であってはならない。

用語と用語を関係づける力，基礎的事項を使っていく力，この基礎的事項を使える人間，

すなわち，概念，傾向性として内容をとらえる力を大切にしなければならないと考える。
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ここに，生涯に渡って，学び続ける力が培われてくるのである。

一 一三
三 ／三一

（基礎的・基本的事項-

基礎的・基本的内容

/‘  
；， 基礎的基本的内容 ＼ 

＼ ノ

（生きて働く基礎・基本）

‘
 

ここで，基礎と基本の考え方について触れておく。基礎・基本はいろいろな立場で考え

られるが， 「基礎とは時間的な流れの中で次の学習に発展する前提として修得するもの，

基本とは内容の中での本質的な要素及び全体構造の要となるものと考えたい。このことよ

り，基本とは「その教科，単元の中核となるもの」，基礎とは「基本となるものを外から

支えているもの」と区別する。

（イ） 基礎的・基本的な能力について

基礎的・基本的内容を含む一定の教材により，学習が展開されるわけであるが，学び方

を学ぶ過程としての調べ学習においては，実物調べや表現を通してつかみ取ってくる能力

も基礎・基本なのである。

そして，この基礎的・基本的内容（地理，歴史，公民）や様々な能力は，子供の成長，

発達によって生成，発展等されるものであり，その系統は明らかにしておかねばならない。

単元を通して 4年「交通事故をふせぐ」

＜単元構成 （交通事故をふせぐ） 1 3時間＞
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(3) 指導過程を明確にし，基礎・基木の徹底を図ろ。

基礎・基本の徹底を図るために，調べ学習の指導過程を明確にすることである。 「調べ学

習」は，子どもの思考と表現を重視するわけであるが，それが，子どものなすがままの調べ

であり，表現したことの発表であってはならない。基礎・基本の内容をどう身につけていく

のか．そこでどんな学ぶ力としての思考力が働くのかを，明確にした調べ学習でなければな

らない。当然 こととして，個人差に応じた学習をどう取り入れるかも考えなければならな

ぃ。そうしたことを明確にした学習の流れの典型として，指導過程を明らかにすることが，

基礎・基本の徹底のために重要である。そこで，その過程を， I. 「調べ問題」設定の段階，

II. 個（グループ）の調べの段階， m. 自他の交流を図る段階， N. 個別化・個性化を図る

段階， v.一定のねらい・価値を達成する段階とおき，展開していくのである。

本冒
(I)史童の取り艇む内” 晉匹と印囁孜心をつないで．交遍出＂センクーを旦づ,. ~い叩働きを螂紅淳こまとめる．
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(7) 「調べ問題」設定の段階

前時とのつながりの中で，青信号の時間が変っているものと変っていないものとをグラフ化して

おぎ，この 2つの違いから子どもの多様な問いをもとに調べ学習を設定する。

（イ） 個（グループ）の調べの段階

調べ問題について一人ひとりが，前時までに調べをしてぎたことをもとにノートに青侶号の時間

が変っていくしくみを予想する。

（ウ） 自他の交流を図る段階

一人ひとりがノートに表現した絵図の中から代表的なものを抽出することによって 3つの反応が

あることを知る。さらに，それぞれの反応の根拠を発表しあうことにより，自分と違う考えの良さ
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に気づく。

呂 個別化・個性化を図る段階

それぞれの反応ごとのグループに分かれて調べる際に，それぞれのグループの考えの深さの度合

いにより，情報を得るためのパソコソ，確かめを行うためのパソコソと，援助の仕方を工夫する。

切 一定のねらい・価値を達成する段階

車両感知器，信号栂，交通管制センターのしくみを概念としてとらえ， 「人」が「情報を集め」

「情報を整理する」「情報を流す」という甚礎・基本の用語を関係づけて，とらえる。

このように，調べ学習では， 1時間の学習の指導過程の中でまた，観察（実物調べ）一表現ー観

察（実物調べ）といった．連続的活動によって学習が進む中で，某礎・甚本の内容や能力が身につ

いていくのである。

(4) 学び方における基礎・基本

調べ学習を実践する上で，私たちは常に子供の活動を中心にすえた学習展開を考えてぎた。

子供一人ひとりの学ぶ意欲を大切にし，自ら学び方を学ぶ積極的な子供づくりを目指してい

る。

ここで調べ学習の特質について再確認しておくこととする。

社会科「調べ学習」とは，子どもの一人立ちを願い，発達課題を踏まえ，学習意欲を重

視し， 「調べ方法」 「表現方法」の組み合わせにより，社会を見ていく学び方の確立を図

る学習である。

さらに，学び方の確立を図る調べ学習の成立要因を述べる。

① 子供の発達課題を踏まえた学習

② 調べ方法の類型と，それに基づいて表現方法を生かした学習

③ 真の学習の問題となる「調べ問題」を設定した学習

④ つまずきの手立てを表現した評価

四年単元「香東川の開発」を例に

（ア） 手足でかせぐ歴史学習の学び方

基礎・基本の学習は，基礎的・基本的内容についてきちんと学んでいく学習，そして学

び方を学んでいく学習である。本単元の設定にあたっては，単元の基礎・基本を明確にし，

内容の精選を図り，時間を十分に確保することによって，歴史の学び方を自ら体験する学

習を何より重視したいと考えた。

そこで，本単元では， 360年程前に行われ，つけかえ工事以前の古い川筋を探る中から

工事の偉大さ，先人の願いや苦労にせまらせることにした。古い川筋については，諸説が

あり，その痕跡も限られている。しかし，これらの情報や事実を自ら探り選び，自分たち
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の手足や耳．目を使った科学的な手法を用いた調べ学習に徹した。科学的論理性と推論に

基づぎ調べたいという強烈な意欲をもち，自らが計画し，実行してまとめていけるよう

な学習をねらった。

（イ） 学ぶ力としての調べ方法と表現方法

古い川筋の跡をつかむため，まず，学校の近くの井戸，ボーリング会社，古い寺や神社，

栗林公園工事現場等に出かけ，聞ぎとり，観察，計測，土掘りといった体験活動（史物

調べ）を通して調べていった。

これらの史物調べで得た情報をグループ内で交換し，簡単な模型を作ったり，絵カード

に書いたりして絵地図にはりこんでいった。このようにして点と点が結ばれ，中流部分と

下流部分の川筋が明らかになった。

しかし．どうしても調べられない部分（中流と下流の中間部）は古い地図をもとに，た

め池や川原跡を手がかりに地形をたどりながら類推していく方法をとった（ひらめき調べ）。

ここで学ぶ力として，能力の中核となる表現について考えてみることとする。

調べと表現とは，常に相互に作用しながら行なわれるものである。また，その表現である

が，模倣に終わってはいけないのである。表現は事実と共に，事実と事実，事実と自分の考

えをつなぐものであり，自分なりの考えを重視するところに意味がある。黒板の資料を見て，

言語で発表するのも表現であろうが，より大切なことは，自分の考えを文や絵や図に表して

みる，表現してみる中で，論理力や創造力を育てていくことである。このことは，当然のこ

とながら，個人の表現の場合だけでなく，グループの表現についても言えることである。ま

た，表現したものを操作・再構成することによって思考が深まり，基礎・甚本にせまってい

けるものと考える。

ここでは，表現方法として絵地図作り，

［野外調査で見つけた昔の香東川の痕跡を地図の中に書ぎこみ，絵地図を作る。

（事実に基づいたもの）

口
調べ方法として，ひらめぎ調べ

［川の痕跡を見つけた地点をつないで，昔の川の流れを構想する，より確かな痕跡がなし

か探っていく。

］ 

ここに，思考操作としての構想思考（創造的な思考であり，事実を組み立てながら，見え

ないものを発見したり，全体像を描いていく思考）が力として練られるのである。
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社会科の改訂の基本的な考え方

小学校社会科の改善に当たっては，教育課程審議会の答申に示された改善の基本的なねらいの趣

旨を踏まえ，次に示す三つの観点を重視して改善を図っている。

① 国際化や産業構造の変化など社会の変化を考慮して，国際社会に生ぎる日本人として必要

な資質を養うことを一層重視すること。

② 我が国の文化と伝統を尊重するとともに，世界と日本とのかかわりについて理解を深める

ようにすること。

③ 基礎・甚本を重視して内容の精選を図るとともに，知識中心の学習に偏ったりしないよう

に活動や体験を重視した学習活動が展開でぎるようにすること。

この三つの観点を重視して改善を図っている。

まず第一番目についてみてみると，国際化，産業構造の変化というような社会の変化を考えて，

社会科として，今後，国際社会に生ぎる日本人として必要な資質を養うことをより一層重視し，そ

のねらいを達成できるような教育ができるように改める必要があるということで内容の改善を図っ

ている。

第二番目についてみてみると，文化・伝統の尊重及び国際理解については，答申の教育課程の基

準の改菩(4)に強調されていることであるが，小学校の社会科においては，将来とも我が国の文化と

伝統を尊重したり，世界と日本とのかかわりについて関心を深めることができるようにする内容に

改めている。

第三番目についてみてみますと，第 3学年から位置付けられる社会科の内容については，内容の

精選を図り，共通に学ばせる基礎的・基本的な内容を明確にしました。と同時に，社会科について

はどうしても知識注入の，しかも知識暗記主義の学習に偏るということが指摘されたこともあり，

また子どもの興味•関心を育てるということからも，学習活動において活動や体験が重視されるよ

うに内容の改訂を図っている。

この三つの方針に基づいて小学校の社会科の改訂を図っているのである。

新指導要領と低（生活科），中，高指導内容の視点

調べ学習の実践 ― 内容と方法の統一をめざして一ーを追求する上で，大きな課題は，社

会科学習内容と子供の活動をつなぐ教材の価値を何に求めるかである。従来の教科書の内容

を教え込む知識注入の学習から，子供自ら体験し，表現する学習を通して，社会の中で生き

ぬく人間の姿や願いをとらえていく学習へと，改善していかねばならない。

社会の動向・変化の中で，教材を分析し，指導の重点を見つける視点として，

I く低学年＞•…••生活科の視点

II ＜中学年＞……地城をみる視点

m＜高学年＞……国際化，情報化，技術革新の視点
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があげられる。これらの視点を指導要領の改定の方向とあわせてみていくことにする。

①生活科

教育課程審議会は．生活科について， 「具体的な活動や体験を通して，自分と身近な社会や自然

との関わりに関心をもち，自分自身や自分の生活について考えさせると共に，その過程において生

活上必要な習慣や技能を身に付けさせ．自立への基礎を養うことをねらいとする」と．その趣旨や

ねらいを明確に述べている。

すなわち．具体的な体験や活動を通して社会認識や自然認識の芽を育てると共に，個人として社

会人として生活に営む基礎的な資質を身につけさせる教科である。

新教科「生活科」を構想するに当たっての基本となる考え方は．未分化の低学年児童の発達特性

を考え，子供の生活体験を基盤に． 「学ぶ意欲」と「体験・表現活動」を重視した．人間としての

生ぎ方を学ぶ学習でなければならないということである。そこで， 「生活科」の学習においては，

特に，次の三点を重視する。

け） 子供の「学ぶ意欲」を重視した，体験・表現の学習

従来の社会科や理科の学習で陥りがちな表面的な知識の伝達を反省し，子供の生活体験を甚盤に．

子供の活動を重視した体験的な学習や総合的な学習を展開したい。 「作物の栽培」 「買い物体験」

等の体験活動や「模型づくり」 「劇づくり」等の表現活動を軸に学習を展開することによって，学

習意欲の喚起，豊かな心の育成，実践カ・問題解決力の育成など．これからの社会に生ぎる子供に

必要な資質を養うことがでぎる。

（イ） 自己認識の芽を育て．自己確立を図る学習

これまでの社会科や理科の学習においては．取り上げる事象を客体としてとらえてきた。即ち．

「働く人の工夫は00だ」と社会のしくみや人間の働きを冷めた目で理解させた。生活科の学習で

は，子供と事象との関わりを大切にしたい。子供が．自分との関わりにおいて社会的事象や自然事

象をとらえていくことを大切にしたい。

即ち．そのことは．単に社会的意味や自然の法則の認識に終わらず， 「社会規範」や「自然のIレ

ール」を取り上げ，自分との関わり，更に．自分の在り方までを追究させたい。ここに．自己認識

の芽を育て．自己確立を図る学習が可能となるのである。

（ウ） 子供の個性や特性を認め，伸ばす学習

生活科の学習においては，子供の体験や表現活動を大切にすることは先に述べた通りである。こ

の体験や表現活動，例えば， 「野菜を育てる」 「駅の模型をつくる」といった活動の中で，一人

ひとりの子供の個性や特性を発揮できる。

即ち，その子らしいアイディアや工夫が見られ．また，相手を思いやる心や創造的な思考を働か

せながら，体験・表現活動が進められるわけである。このように，子供の活動を重視する生活科の

学習では，一人ひとりの子供の良さを生かし，伸ばすことができるのである。
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目標の示し方は，社会との関わり，自然との関わり，活動形態の別に 3項目を設けている。

① 自分と学校，家庭，近所などの人々や公共物とのかかわりに関心をもち，集団や社会の一

員として自分の役割や行動の仕方について考え，適切に行動することがでぎるようにさせる。

② 自分と身近な動物や植物などの自然とのかかわりに関心をもち，自然を大切にしたり，自

分たちの遊びや生活を工夫したりすることがでぎるようにさせる。

③ 身近な社会や自然を観察したり，動植物を育てたり，遊びや生活に使うものを作ったりな

どして活動の楽しさを味わわせ，それを言葉，絵，動作，劇化などにより表現させる。

内容については，

1学年では，

家庭の人々と自分の役割

公共施設の利用と身近な自然の観察

自絶のものを使った遊び

生き物を育てる

入学してからの自分

第 2学年では，

乗物などの公共物の正しい利用

季節や天候の変化と生活とのかかわり

自然の材料などを使った遊びや生活で使うものの製作

野外の自然観察や生き物を育て親しみをもっ

生まれてから現在までの自分

上記の内容については，学年別に示すが，その扱いは学年順によらないこともでぎる方向を「内

容の取り扱い」に示している。

自然や社会との関わりでは，対象を客観的に知るだけでなく，生き物や公共物を大切にするとか，

季節に合わせた生活をするなどと，行動の主体となる活動を盛り込んでいるのが特色となっている。

生まれてからの自分についての学習でも，成長を支えてくれた人々に感謝し，意欲的に生活する

という，生活目標的な内容を含ませている点でも特徴がある。

け） 生活科実践上の課題

⑦活動の中に豊かな内容を求めて
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現在，多くの生活科の学習をみてみると，具体的な活動や体験の重視，人間としての基礎

的な資質の育成が強調されるあまりに，学習活動の工夫，改善の研究が先行し，学習を通し

て，子供はどんな力を身に付けることができたのか，また，子供がどう高まったのかが明確

でない実践も多いようである。

店で働く人を調べ，働く人や利用する人の工夫，努力や願いを発見することによって，しま

じめて自分はどうするかという社会人としての自分のあり方についての問いかけが生まれて

くるのである。科学的思考の乏しい活動は決して学習として成立し得ない。

生活科の学習を考えるに当っては，社会認識や自然認識をどう踏まえるかという内容研究

が欠かせない。科学的思考を踏まえない行動は，単なる遊びや教師のしつけに終わるのであ

る。真に科学的な認識を土台にした値打ちのある活動かどうかみぎわめることが重要になって

くる。

①体験，表現活動を単元展開の中に

従来の社会科や理科の学習はどちらかといえば，表面的知識の伝達に陥りがちであった。

生活科の学習では，こうした反省に立ち，子供の生活経験を大切にし子供の活動を重視した

体験的学習や総合的学習を展開したい。

子供の意欲に満ちた主体的な活動を進めるために

① 活動の時間を十分に確保すること

② 活動の目的が明確であること

R 活動そのものに魅力があること

④ 活動相互の連続性を図ること

を考慮しながら単元構成をすることが重要である。

＠子供の個性を認め，伸ばす活動を求めて

生活科の学習では，子供の体験活動や表現活動を大切にしたい。それは，体験，表現活動

の中で一人ひとりの子供の個性やその子なりのよさが認められ，伸ばされると考えるからで

ある。

生活科の学習では，子供の創意工夫やアイディア，想像力が十分に引ぎ出せる夢のある活

動や創造的活動を取りあげ，子供にこうした力を発揮させていくことが大切である。

＠地域の特性を生かした生活科のプラン作り
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②地域学習

生活科が新設され，社会科は第 3学年から始まるのであるが，その改善にあたって生活科との

関連を図っていかねばならない。

• その一つは，取り上げる社会科の内容的側面において，生活科との関連を考慮することであ

る。

• その二つは，学習活動の在り方等，方法的側面において生活科との関連を図ることである。

前者については，中学年の地域学習において，地域の人々と自分とのかかわりや地域の人々の

協力の様子などが取り上げられなければならない。このことは，第 3学年の第一単元の内容に求

められ，例えば，公共施設の利用，地域社会における清掃や交通安全等の活動への参加等，地

域社会にみられる人々の協力の様子を取り士げ，それと自分との関わりを考えさせることが求め

られるのである。

後者については，生活科が重視している，見る，調べる，作る，探す，表現する等の活動を社

会科でもより一層重視している。

3年生は，生活科とのつながりを特に重視しなければならない。自分の身近な地域の観察や見

学など体験が重要である。ここでは社会事象をまず， じっくりと見る目を養っていぎたい。また，

様々な疑問を持つことも大切である。そして，調べ問題を設定して自分の問いに従って意欲的に

調べることが望まれる。見たことを半具体に表現しながら社会的意味を見つけていくのである。

第3学年社会科導入単元の工夫

「私たちの町の絵地図づくり」の単元は， 「町の人の仕事の絵図をつくろう」， 「市民会館と

同じ働きをする施設の発見」， 「絵地図の中の仕事を分け，調べる計画を立てる」という 3つの

小単元から構成される。 「町の人の仕事の絵図をつくろう」の学習において，生活科で学習した

学校や公園駅等の絵図を活用する。こうした施設と市民会館を比べ，その違いや共通するとこ

ろに気づき，市の施設や人の仕事の仲間分けへと学習が発展する。つまり，市民会館も中央公薗

も公共の施設であるという認識である。生活科を社会科へと無理なく発展させるためには，社会

認識が点から線へとつながるようにしなければならない。

さらに，生活科では，直観的思考を重視したのに対し， 3年社会科では論理的思考を重視する

ことから見ても，導入単元の工夫は重要である。
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〈-fどもの慈識の流れ〉

〈私たちの町の絵図〉
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高学年の歴史的内容の学習ーーー歴史的学習の基本構想

① 小学校歴史学習の 3況点

（力 香社研では，調ぺ学習論を土台にして，自ら学ぴ，学び方•生ぎ方を学ぷ学習を展開

してきている。この究極にあるものは，自らが考え，正しく判断して行動がでぎるとい

う人間としての生き方の基盤を養っていくということである。

その時代に生きた人間の生ぎ方，発想や対応の仕方を子供たち自らの現代，そして未

来に生きる力の糧として養いたいのである。

以上のようなことから，香社研では．小学校の歴史学習を「その時代に生きた人問の

生き方に学ぷ」という理念において構築しようと考えた。

① 郷土の先人，文化遺産，歴史的事象に根を置いた学習。

② 変化の意識，因果の意識を持つ中で，歴史的事象を関係づけてとらえる学習。

③ 子供の借性を生かした調べや表現を重視し，歴史的事象の羅列に終わることなく，

歴史を自らつづり表現する学習。

の3点である。

これらの 3つの要件は．決して単独に存在するわけではない。 1つの単元においてお

たがいが密接にからみ合い， 1つの流れとして，その学習『その時代に生きた人間の生

き方に学ぷ」という理念に導いていく。

これを図式化すると，

その時代に生きた人間の生き方に学ぶ

I I 

歴史的思考力の育成 個性的な歴史観の創造

〇 資料操作による歴史 0 歴史的事象に潜む因

方 的事実・変化への認識。 果関係の認識と事実を 方

実感としてとらえるこ

〇 因果関係の把握。 とによって，自らの歴

史観を自らつづる。

法 〇 紙芝居や絵巻物への 法

個性的な表現。

I 
内

◎ 郷土の先人，文化遺産，歴史的事象

容
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この歴史学習においての究極の概念は． 「その時代に生きた人間の生き方に学ぷ」と

いうことにあると考える。

そこで．

ア その人物なり，文化遺産を学ぷことによって，その時代背景，人々のくらしや願い

を共感的に考察することができるもの。更に，歴史の進展にかかわる人物への認識を

深められるもの。

イ 言葉だけの，あるいは言葉を主とする論理的な追究のみに陥ることなく，歴史上に

生きた人間の姿をさぐれるもの。また，具体的な事物を目の前にした，実感を伴う学

習を展開できるもの。

ウ 方法的な側面からだけでなく，内容的にも転移力のある，歴史の見方・考え方を育

む教材であること。そのため，時代を代表し，その時代背景を色濃く見せる，人物な

り，文化遺産，歴史事象であること。

と述べることがでぎよう。

（イ） 地域素材の教材化について

このように考えてくると，郷土の先人や文化遺産などの地域素材を教材として導入す

ることの意義も自ら理解できよう。先に述べたア，イ，ウは，地域教材においては，ょ

りその意義・価値が高まってくる。

そこで，中央史と地方史とを関連づけてとらえていくことによって，その時代に生き

た人々の生き方をさぐり，その土地の風土への理解•愛情が育まれていくことができる

よう期待している。

② 郷土の先人．文化遺産，歴史的事象を中心にした学習

m 年間計画作成上の留意点として
ア 調べ学習として，学習に活力を生みだす内容を持っているか。

イ 自分の力で解き明かしていける具体性を持っており．了供の興味•関心をひくもの

であるかどうか。

ウ その場限りの学習に終わることなく，今後の学習に転移可能な発展性があるかどう

か。

といった視点を踏まえて教材選択が行われ，真に十分な追究の時間が生み出せるよう，

思い切った教材の精選をしていくことが，大切である。

H) 教材の精選について

以上述べてきたことを考えてみると，歴史的学習を展開するにあたっては，十分な追

究の時間を必要とすることは，論をまたない。また，小学校の歴史学習は．中・高等学

校における通史による「歴史主義」に偏る必要はなく，子供の興味•関心に応じた，歴

史の見方・考え方を養うことに力点を置くことも多くの意見として述べられている。
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更にまた，『その時代に生ぎた人間の生き方に学ぷ Jことに意義があるとは最初に述

べた通りである。このような点を考慮してみると．思い切った教材の精選が可能であり，

かつ必要であることは言うまでもなかろう。

③ 変化の意識，因果の意識を持つ中で，歴史的な事象を関係づけてとらえるとは，

人物の働きや文化の動向•特色はややもすると，事項の躍列に陥りがちである。歴史上

の人物が時代のどのような課題に対応して生きたか，各時代の文化の特色を生み出した背

景は何かなど，時代的背景との関連を総合的にとらえさせることが，歴史の見方，考え方

を育てる上で，不可欠であり，学習の深まりを生み出すものと考えられる。

人物・文化遺産・歴史的事象などを素材としながら，それらが 『当時の世の中において

果たした意味や役割」について考察する。言いかえると，歴史像をいかに組み立てるかと

いう思考操作の活動の大切さをここでは述べたい。

④ 子供の個性を生かした調ぺや表現を重視し，歴史的事象の蘊列に終わることなく歴史を

自らつづり表現する学習とは一――

ここでは，歴史的素材を基盤にし，そこに歴史的思考，特に因果思考を加えたものを，

いかに自らの歴史観として，僭性的に表現するかということを問題としよう。

ただ， 「その子なり」 「個性を生かしたとらえ方」という述べ方をしても，子供たちの

歴史把握や意見は，史実や資料に甚づいて吟味され，根拠あるものに鍛えられている必要

があることは，言うまでもない。このことについては，前項で既に述べた通りである。

しかし，歴史的事象はその特性からして，子供たちが追体験したり，実験ができにくい

以上，自ら選んだ範囲内の史料（文章・映像・文化財）という根拠に基づいて自分なりに

事象と事象を関連づけ，その時代のイメージを持つという述ぺ方に異論はなかろう。なぜ

なら，これが， ‘‘歴史を学ぶ”ことの本質と考えられるからである。

6年は，歴史学習において，具体的な見学がでぎない場合が多く，言語による論証が中

心となる。基礎・基本の事項や用語をつないで自分なりの論を組み立てていくことが求め

られる。ここでは，変化の意識，因果の意識を持つなかで歴史的事象を関係づけてとらえ

ることが大切である。また，歴史的な遺物や文化遺産，人物を見ていくことで，その時代

の全体像を描いたり，見えないものを発見するといった構想力が求められる。そして， 6 

年では，問う力とともに論証の因子を操作しながら論を組み立てる学習が中心となる。
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〔表現について〕

個性的な調べに伴なう表現の仕方はまた倦性的である。歴史学習においては，いくらかの実践で

述べたように，紙芝居あるいは絵まきもの，関係図による表現の形態をもって，学習を組み立てて

いる。表現の内容については．個性的ではあるが，絵まぎもの，紙芝居，関係図など，変化の意識，

あるいは因果の意識を練ることのできやすい表現の形態を選んでいることを最後につけ加えておく。

以上，香社研の歴史学習の基本構想を「その時代に生きた人々の生き方に学ぷ」という理念と ，

それを支える 3つの要件

① 郷土の先人．文化遺産．歴史的事象に根を置く学習

② 変化の意識，因果の意識を持つ中で．歴史的事象を関係づけてとらえる学習

③ 子供の個性を生かした調べや表現を重視し．歴史的事象の羅列に終わることない歴史学習

をもって述べてきた。

最初にも記したように，この①②③は常に融け合い．私たちの目指す学習を推進する原動力とな

るものである。

このような学習を通して，過去に生きた人々の願いや苦しみ，努力に思いをはせ．これから力強

く生きていく子供となるよう願い．人間形成をはかっていきたいと考える。

ここで，新学習指導要領に例示されている42名の人物の中から，本居宣長を取り上げ，その人物

の生ぎ方に学び，自ら歴史を綴っていく学習事例について述べていく。

1. 問い方を学ぶ

子どもたちは，本居宣長の調べを通して， 「35年の年月をかけて，古事記伝を完成させた，宣

長って，どんな人だろう」， 「一揆や打ちこわしって何だろう」 「どうして，そのようなことが

おこったのだろう」といった素朴な疑問から， 「本居宣長」への調べは始まる。当時のでぎごと，

当時の人々の考えなどの調べに裏づけられて，個のもつ疑問は，少しずつ， 自分なりの論理のあ

る問いへと深まっていく。

問いを交流する過程で， 「ぎっとその当時は大変なことがおこっていたのだろう」 「一体どの

ようなことが人々の考えにあったのだろうか」と，共通の調べ問題へと発展していくのである。

この問題に対し，一人ひとりの子どもたちの頭の中には「百姓一揆と関係あるかもしれない」

「当時の儒学の影響があるのかもしれない」などと，見通しを立てていくのである。この見通し

をもとに，調べたことを組み立てながら，当時の時代像を組み立てていくのである。つまり，こ

の調べ問題は，子どもたちの調べの中から出てきた問いの集合であり，基礎・基本となる内容ヘ
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とつながりをもったものとなっているのである。

このように，子どもに， 「なぜ」 「どうして」 「ぎっと」 「その理由は」という疑問を起こさ

せ，教えたいものに向かって子どもの頭の中から，手が伸びてくるようにすれば意欲が生まれて

くる。この意欲が主体性を生むのである。疑問こそ学習活動の原動力となるのである。問いを教

える授業は，記憶，受容能力でなく， 「問題の自己提起能力」を鍛えていくのである。ここに，

自問自答的な自己活動が起ってくるのである。

2. 感情と認識の一体化

グループごとに宣長と真淵の会話を吹き出しの形で紙芝居につけ加えていくと，子どもたちは，

当時の幕府に対する考え，宣長の人がらからの共感等，様々なことを自分の感情を教材の中に入

れながら，同一化していくのである。ここに学習を通して感情と認識が一体化されてくる。

感情は認識と表裏一体の関係をなして，豊かな人格を育てる働ぎをする。すなわち，認識は物

ゃ人についての「構造」をつかませるがそれがどういう価値を持っているのか，そこから出発し

て， 自分はこれからどうしたらいいのかという行動への起爆力となるのは，認識ではなく感情で

ある。行動をおこす実践は感情の役割である。また，感情は認識を助け促進する。たとえば，適

度の競争心は認識を助け，適度の興奮が感覚をするどくし，認識を助けるのである。そして，こ

のような感情は，深い体験による感動の中に育つのである。豊かな人間関係を持ち，また，様々

な生活体験をする中で得た感情体験は，表現活動へのエネルギーとなり，さらに，創造的自己実

現活動へと高められるのである。
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土庄小学校の研究の取り組み

1、学校孝女芦ず自杉震

一人ひとりの子どもをよく見つめ、人間性を高め、

心身共にたくましい実践力のある子どもを育成する。

2、研究主題ーサプテーマ

一人ひとリカi主体的に学ぷ学習詣導

一能力と内容〇基礎・基本R定着をめざす社会科学習

思考カ・判断力

表し
くく

習昂子`̀
 ^
員

•中心概念

・中心概念を支える要素

>>I・基本用語
銀察力 賓料活用カ

能力

3、研究主題しこつしヽてご

内容

(1)新学習指苺要領をうけて
新学習指迫要領では、これからの小学校教育おいては、 「自己教育力の育成およ

び基礎・基本の重視と個性教育の推進」が大きな課題とされている。また、社会科

においても、 「基礎・基本の重視とともに活動や体験の重視」が述べられている。
これらは、本校のめざす「自ら考え主体的に判断し行動できる力を育てる教育」に

通じるものである。

(2)本校の児童の実熊から
子どもたちは博識になり興味も多様化しているが、指示待ちの子どももふえてい
る。まだ令体の雰囲気にながされやすく｀確かな自分の考えを持って、たがいに

学び合い高め合っていこうとする姿勢があまりみられない。 2l世紀の激しい社会
情報化社会に生きる子どもたちに、自ら学ぷ意欲と主体的な学習の仕方を身につけ

させることが、われわれ教師の使命である。

以上のことから、子どもの意欲や活動を大切にした「一が人ひとりがt体的に学ぷ学習
指湮」を設定した。本年度は、サプテーマにもあるように、社会科（牛活科）学習を通

して研究七題にせまっていきたい。
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4 ̀  サプテーマにつしヽて

(1)基礎・基本の考え方

［［箪五五五屯一本」

-・・・・・・・・....... -.（年間指導計画、里元構成、本時との関連）
- •一＝ニニニ-- ---.． 9 し ー：：ニニ．．．で．ー：＝ ~: .. .ニェ •:...::=:: _·ニニニ＝二ごご—:. ·: ー ・ ー・....:..ー・ニて：＝二・-•-..:て-：：-.:..---・．ー．二 7. —_ ·:.. · :-:::--.

は、その里元の中核となる内容の中心概念と考える。J
----- •- ．二ごこ= •一 ・＝一•••• • -==― •• -• ーニ==

単元における「基礎」は、基本をつかむための必要な能力や内容と考える。

＠
 
能力の基礎・基本は、
内容の基礎・基本は、

綱察力、資料活用力、表現力、思考カ・判断力と考える。

中心概念を支える要素や基本用語と考える。

(2)関べ学習の洟れ
子どもの発想を大切にし、子どもが学習の見通しを持って意欲的に社会科学習
に取り組む姿を求めて、 「製べ学習」を実践している。本校の製ぺ学習は、次の

ような学習の流れである。

①

②

③

④

⑤

O

O

 

悶べる計面（課題提示、

謁べて表現する

悶ぺ問題をつくる
悶べ問題を追究する
次の祖べ問題をつくる....... 
学習をまとめる

個の問い、仲間分け、学習の見通し）を立てる・・・・・・=n 
.............［役割製ベ・グループ悶ペ・一人坦ぺ］．．ー吋学
．．．..・.......［詞べ問題のつかませ方］．．．0 ●● 00....-•---•--••--．．．．一丑習

-..--•-•--•-- ［役割詞ベ・グループ詞ベ・一人詞べ］ー・・・；ノ
..-．．．．．ー..［悶ぺ問題のつかませ方］．．．．一●●o.....-．．．．．．．．．ー・........~ I 
..........._..........----••-.....••-•-•-•••----•....._...... ・・・-・...........．----・・・・・・・・・・・・・・．．ー・；ト
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．..．ー・..．．．．．．ー・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．一●●●..............] u 

＝＝ ［研究内容とのかかわり］ ＝＝ 

5、研究内容しこつしヽて

(1)詞べ問題のつかませ方
価値のある詞べ問題をつかませるために、子どもの「問題を見つける力」を、
う育てていくか。また、どんな教師の援助活動が必要なのか。

ど

(2) —-人学びの場
子どもの発達段階にあった詞べ方（役割詞ベ・グループ詞ペ・一人謁べ）の実践
や表現の質を高めるためのてだてを工夫する。

(3)学習ノートの活用
学んだことを確かなものにするノート、思考を深めるノート、

卜づくりのための指苺は、どうあるぺきか。

ふ他の領域での取り組み

そのfらしいノー

＠

＠

 

発見ノート ・・・ 問題を見つける力を育てるために、日常生活のなかでの驚き

や疑問を書かせ、朝の会などで発表させている。
ドリルの時間・・・ 賓料を見る力や表現する力を伸ばすために、 1週間に2回、

資料の説みとり練料やクロッキーの練習などをさせている。
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7、低学年団（生活科）での実践

(1) l 悶ぺ問題のつかませ方・・・単元の導入で、発問や具体物へのふれさせ方を
工夫すれば、興味をもって活動するだろう。 ＿ 
ァ.. 1年「アサガオの苗をプレゼント」では、教師がアサガオの悪いプレゼントの仕
方を示すことにより、どんな渡し方をすれば相手がアサガオを大事に育ててくれる

かを考えさせた。
イ、 2年「自分の店をつくろう」 （肉屋）では、児童がこうだと思って作っている肉
屋の概念をゆさぷるために、肉の数・種類・値段・働く人の様子などを問うことに
よって、わからないことが多いということ（店づくりのむずかしさ）に気づかせた。

(2) I 役割悶ペ・・・役割分担による共同作業を行えば、自分と人とのかかわりを
詞整する力を養うことができるだろう。

ア、 1年「夏になって変わってきたものをペープサートで作ろう」では、家での関ベ
（服王う） （食べ物） （家具・装飾） （動・植物）を役割分担し、友達の関べも同
じよっにペーブサートを作り、グループで話し合いながら、夏の家の模型に取りつ
ける中で、自他とのかかわりを悶整する力を育ててきた。
イ、 2年「自分の店をつくろう」では、グループで一つの店をつくる過程において、
友達とかかわり合い、話し合いながら進めていく中で、悶整する力を育ててきた。

(3) I 学習ノートの活用・・・ねらいをはっきりさせて、絵や文に表現させれば、
のえがまるとともに の.........:-の となるであろう＂

ア、 1年「おうちのしごとおおいよ」では、家族の一日を詞べて絵や短冊カードにか
いて紹介し合うと、家族の仕事の違いや、どこの家でも家族の世話をする仕事や家
計を支える仕事があることに気づいていった。
イ、 2年「自分の店をつくろう」では、店屋の人のいう言葉を短冊カードに書いたり

自分の作りたい店を絵にかいたりする中で、わからないことを発見したり、自分と
違う考えに気づいたりした。

8、中学年団での文践

(1) 1 関べ問題のつかませ方・・・驚きのある具体的な資料や子どもをゆさぷる発
問によって問題意識を高め、グループによる縦察・表現活動の中から新しい問
いを出させることによって、＝ベデ を させることができるであろう。

ア 3年「土庄町全体のようす」では、小学校区ごとの地図や航空写真から、集落を
見つけて、町の立体模型にマッチ箱を置いていった。その活動の中から、 「たても
のが海や川の近くに多いわけを、地形や交通や人の仕事とむすんで関べよう」とい
う認！べ問題をつくった。

イ、 4年「くらしとごみ」では、大量で多様な学校のごみの実物を提示することで、
ごみの旅について詞べようという意欲を高めることができた。

(2) I グループ関ベ・・・一人ひとりの興味関心を大切にした詞ベグループで、役
割分担による協同作業を多く取り入れることによって、意欲的に活動させるこ
とができるであろう。
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ア、 3 年の「士庄町全体のようす」では、子どもの興味•関心にもとづいて小学校区
ごとのグループ編成をした．登島グループや大部グループには、家族で悶ぺにでか
けるという子どももあらわれた．
イ、 4年では、グループ内で見学や聞き取りの役割分担をはっきりさせることで、一
人ひとりが積極的に取り組むようになり、グループ新聞の質も高まってきた．

(3) 1 学習ノートの活用・・・自他の考えや悶ぺたことを工夫して書かせることに
よって、学んだことを確かなものにさせたり、考えを深めさせたりすることが
できるであろう.. 

ア、 3年では、大きな形式（関べ問題一悶ぺたこと一わかったこと）をきめて書かせ
たり、よいノートを見せ合ったりさせて、記録することの大切さや必要感を嘉めて
きた。
イ、4年では、グループで役剤分担して関べたことを書かせ、そのノートをもちよっ
て、グループで新聞などにまとめさせることで、考えを深めさせたり新しい問題を
見つけさせたりしてきた。

9、暉学年団での文践

(1) 1 詞ぺ問題のつかませ方・・・単元の導入で、資料や発問を工夫して、子ども
の口 をめれば、 なべ ができるであろう。

ア、 5年では、産業の現状にふれさせるために、多くの資料や新聞をよませてきた。
違いがよく分かる資料を比べたりつないだりさせると、問題意識が高まってきた。
イ、 6年では、それぞれの時代の出来事を年表で詞ぺさせたり、その時代をつかむ手
がかりとなるような写真を見せたりして、製べる意欲をもたせた。

(2) l 一人四ベ・・・資料を精選し、一人坦べの時間を確保して自分の考えをもた
せ、 と—·させることによって、 を主みとる力が びるであろう。

ア、 5年では、多くの資料の中から自分に必要な資料を選択する力を育ててきた。ま
た、関べる時間を十分与えたことで、まとまりのある関べができるようになり、自
分の考えを高めることができた。 ' 

イ、 6年では、資料をただ写すだけでなく、自分の考えを書き加えさせることによっ
て、一人ひとりに考えをもたせてきた。この関べをグループで表現物に表す際に、
それぞれの関べたことや考えたことを出し合わせて、自分にたりないものを追加さ
せたり、修正させたりしてきた。

(3) l 学習ノートの活用・・・調べたことをもとに、自分の考えをイラストや図な
どを使って、ノートや新聞などにまとめていくことにより、表現力が高まるで
あろう。

ア、 5年では、単元のまとめの段階で、グループで「0000ノート」づくりをさせ
た。悶べたことをイラストや図などに表現させることによって、自分なりの考えを
もたせることができた。
イ、 6年では、一人謁ぺしたノートをもとに、グループで表現物をつくらせてきた。

回を重ねるにつれて、自分のノートヘの追加・修正が容易にできるようになってき
たし、表現内容にも、それぞれのグループの個性が見られるようになってきた。
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